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知事の欧州２都市（フランス･ナント市、オーストリア･ウィーン市）

への渡航について 
 

今年 10 月に、世界的な文化芸術創造都市であるフランス・ナント市において、日本

の障害者の優れた文化芸術活動の成果を世界に発信することを目的に開催される「障害

者の文化芸術国際交流事業『2017 ジャパン×ナント プロジェクト』」に三日月知事が

出席します。 

また、少子高齢・人口減少社会において魅力ある住みよいまちづくりを進めていくモ

デルとして、フランス人が選ぶ「最も住みやすい街」に常に上位に選ばれるナント市と

世界で「最も住みやすい街」として常にトップクラスにランキングされているウィーン

市を訪問し、文化政策・交通政策・都市政策など、住民にとって魅力ある質の高い持続

可能なまちづくりに係る様々な施策に関する取組の知見を得るため、関係者と意見交換

を行います。 

 

記 

１．出 張 期 間  平成２９年１０月２０日（金）～１０月２７日（金） 

 

２．スケジュール  １０月２０日（金）出国 パリ着 

          １０月２１日（土）ナント市  オープニングセレモニー 

          １０月２２日（日）ナント市  視察 

          １０月２３日（月）ナント市  関係機関ヒアリング調査 

          １０月２４日（火）ナント市  国際研究フォーラム登壇 

          １０月２５日（水）ウィーン市 ウィーン市訪問 

          １０月２６日（木）ウィーン市 市内視察 帰国へ 

          １０月２７日（金）帰国 



 

３．訪 問 先  フランス共和国 ナント市 

          オーストリア共和国 ウィーン市 

 

４．主 な 内 容 

① 「障害者の文化芸術国際交流事業『2017 ジャパン×ナント プロジェクト』」

では、国際研究フォーラムに登壇し、滋賀県が先駆的に行ってきた障害者等の

文化芸術活動の取組内容について紹介します。 

② ナント市は、数々の文化政策で都市の魅力の向上を図ってきた世界的にも有名

な自治体であり、そうした施策を推進してきたジャン・マルク・エロー前フラ

ンス外務・国際開発大臣等との意見交換を行う。 

③ ウィーン市は、「居住の質＝Quality of Living」を重視するまちづくりを推進

し、「最も住みやすい街」として常に世界でトップクラスにランキングされて

いる。これらのまちづくり施策や、その基盤となる交通政策に関する取組に関

する知見を得るため、ウィーン市役所およびウィーン工科大学交通学研究所を

訪問し、意見交換を行う。 

  



【参考】 

 

障害者の文化芸術国際交流事業 

「2017 ジャパン × ナント プロジェクト」 ※詳細は別添チラシのとおり 

【主  催】   文化庁、障害者の文化芸術国際交流事業実行委員会、 

        フランス国立現代芸術センター“リュー・ユニック”、 

        ナント国際会議センター“シテ・デ・コングレ” 

【後  援】  外務省、厚生労働省、全国知事会、全国市長会、全国町村会 

【協  力】  公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 

【期  間】  2017 年 10 月 21 日（土）～10 月 25 日（水） 

【会  場】  フランス共和国 ナント市 

         フランス国立現代芸術センター“リュー・ユニック” 

         ナント国際会議センター“シテ・デ・コングレ” 他 

【開催内容】  ○日本のアール・ブリュット「ＫＯＭＯＲＥＢＩ」展 

         ※滋賀県からは５名の作家の作品が出展 

        ○国際研究フォーラム 

         「障害のある人の文化芸術とケアと権利  

          ～世界のアール・ブリュットについて」 

         ※三日月知事がクロージングセッションに登壇 

        ○障害者による舞台芸術公演 

         ※滋賀県から「湖南ダンスワークショップ」が出演 

 

 

 

 

ウィーン市視察 

【訪 問 先】 ○ウィーン市役所 

   マリア・ファシラコウ(Maria Vassilakou)副市長 

    （都市計画・交通・環境・エネルギー・市民参加担当） 

   トーマス・マドライダー（Thomas Madreiter）都市計画局長 

 

     ○ウィーン工科大学 

   グエンター・エンベルガー（Guenter Emberger）交通学研究所長 

   宇都宮 浄人（うつのみや きよひと）客員教授 

          （関西大学経済学部教授） 

      柴山 多佳児（しばやま たける）研究員 


